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１．研究背景・目的                   
 佐賀平野には筑後川、嘉瀬川などをはじめとする大 
小の河川が、我が国で最大の干満差を有する有明海へと
流入している。背後の脊振山系に比較して広大な平野部
を有し、その一部は低平地であるため、常に水害・干害
に悩まされてきた。このような特色を持つ地域に適した
水利形態として、クリークが縦横に張り巡らされている。
しかし、高度経済成長期に入った頃から農業の近代化・
合理化を目的とした土地改良事業が行われた。それによ
り、クリークの統廃合や圃場整備、従来のアオ取水など
から筑後川を水源とする新しい用水への切り替えなどが
行われ、農業用水のクリークへの依存が少なくなってい
る。そのため、水量の不足、水管理の怠りから水質が悪
化し、生活用水にも農業用水にも使用できなくなってい
る。また、近年十間堀川をはじめとした佐賀市クリーク
網を観光事業として活用しようという取り組みが行われ
ているため、クリーク網の流況改善はさらに必要性を増
した。佐賀市では、環境維持用水として 1.2 ㎥/s を供給
する計画があるという１）。 

 本研究では、十間堀川を含むクリーク網に佐賀江川を
接続し、有明海の潮汐を考慮したクリーク網の流況を再
現した。潮汐がクリーク網に及ぼす影響を知ると共に、
佐賀市クリーク網の流れの、流況改善方策の検討を目的
とする。 

 

図-1 研究対象地域・クリーク網の拡大図 

 

２．十間堀川の概要 

 図-１の黄色線は十間堀川を示している。十間堀川は、

佐賀城の北 500ｍの位置をほぼ東西に流れ、勧興小学校
の南、循誘小学校の北を経て、大財六丁目の南二次井樋
までおおよそ 1.9ｋｍ、ここで大藤川に合流し、枝吉井樋
まで 1.4ｋｍ合わせて 3.3km に及ぶ。十間堀川はかつて
一間を 1.81ｍと換算すると約 18ｍの川幅であったため
十間堀川と呼ばれる。この十間堀川の特徴は、佐賀市の
北部の河川水を受け、高低差の少ない排水河川である。 

 本研究は、十間堀川を含めた周辺の水路網を対象とし、
5本の河川と１２本の水路を考慮した。計算対象区域は、
十間堀川、多布施川以東、新村川以南、大藤川以西、十
間堀川以北のクリーク網に、有明海の潮汐の影響を考慮
するため佐賀江川を含んだものとした。計算対象区域を、
図-１に示す。 

 

３．研究方法 

 本研究では DHI の MIKE11 を用いて一次元流れ解析
を行った。境界条件として上流端に流量、下流端に水位
を与えた。ただし、クリーク網の流量は観測日による変
動が大きいため、市役所で実測した流量を用いる事にし
た２）。佐賀江川下流端水位として、蒲田津排水場におけ
る一時間ごとの観測データを与えた。 

   

４．解析結果と考察 

 4.1現状の流れの再現 

 十間堀川下流端に T.P.1.75m の大井手堰を設置し、大
井手堰の T.P 値を佐賀江川水位が越える場合と、超えず
にクリーク網への影響がない状態の２ケースを再現した。 
ケースＡ 

 H19の7月における最も水位の高くなった7/31の水位
データを下流端境界条件として与えた。 

  

ケースＢ 

 水位が大井手堰を超えないケースとして7/13の水位を
下流端条件として与えた。 

 佐賀市クリーク網の水質管理に関する研究論文より、
流速が 0.25ｍ/sを満たせば流況は良好であると判断した
３）。表-1に現状のクリーク網の流れの遅い箇所を、図２に
各番号の位置を示した。その結果佐賀市クリーク網では
流速 0.1m/s以下の箇所が多く見られる事が分かった。ま
た、潮汐の影響を考慮した場合としなかった場合の流速
では、十間堀川に近い水路ほど差が大きい事がわかった。
また、表-1 より潮汐の影響は十間堀川及び、三溝水路よ
り東側の水路までみられる。流れの悪い箇所での最大流
速差は 0.8m/sであった。また、十間堀川およびその付近



の水路は、下流端条件にかかわらず、流速は遅くなる傾
向になる事がわかった。 

表-1 現状の流速 

 

 

図-2 研究対象地域 

4.2 導水量の変更 

 佐賀市では、環境維持用水として 1.2 ㎥/s を供給する
計画があるという事から、新村川の流量を 1.2 ㎥/s 増や
したことを想定して、流況改善を試みた。流況が改善さ
れた事の判定基準として佐賀市クリーク網の水質管理に
関する研究論文より、流速が 0.25ｍ/s以上を満たせば流
況が改善されたと判断した。 

 以下の３パターンで計算する。 

パターン１ Q1の流量に 1.2㎥/sを追加する。 

パターン２ Q1、Q6それぞれに 0.6㎥/sずつ流量を追加    

パターン３ Q6の流量に 1.2㎥/sを追加する。 

その他の境界条件は現況の流れを再現した際と同じとし
た。 

 計算結果を表-2及び表-3に示す。赤マスは 0.25m/sを
満たした位置である。表中の番号は図-2と対応している。
流速の観点から、流れの遅い箇所の改善はできなかった
と判断された。また流速に関しては、佐賀江川に近い十
間堀川、夕日町水路などでは有明海の潮汐の影響を受け
流速は十間堀川に近いほど多少の影響はうけるものの、
ほとんど変化はみられなかった。 

 計算過程で、どれだけ多くの流量を与えても流速の値 

 

 

 

 

 

 

表-2 ケースＡの計算結果 

 
表-3 ケースＢの計算結果 

 

 

は徐々に増加していくものの、0.25㎥/sを満たす以前に 

水路が溢れてしまうため、現状の水路での流況改善は難
しいことがわかった。 

 

５.まとめ 

 本研究では、潮汐が佐賀市クリーク網に及ぼす影響を
知ると共に、佐賀市クリーク網への導流量を増やし、流
況改善に繋がるのかを検討した。その結果、十間堀川、
十間堀川と接続する水路、三溝水路より東側の水路では、
潮汐の影響を受け最大で約 0.8m/s の流速の違いが生じ
る事がわかった。また、流れの遅い箇所をピックアップ
し、クリーク網への導水量を増やす事で流況改善を図っ
た。その結果、導水量を増やしても流速への影響はほと
んどなく、流れ不良箇所の改善には至らなかった。本研
究で行ったパターンの中では、パターン２で比較的良好
な流速が得られた。しかし、、現実の水路での導水量の変
更による流況改善は難しいものと考えられる。導水量を
増やし続けても、水路から水が溢れてしまうので、水路
幅を広げるなどを行い、通水可能流量を増やす事で必要
な流速を確保する事に繋がるのではないかと考えられる。 
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番号 1 2 3 4 5 6
パターン1 0.223 0.104 0.374 -0.0921 -0.0534 0.1418
パターン2 0.229 0.1406 0.258 -0.143 -0.104 0.0906
パターン３ 0.2778 0.1648 0.2317 -0.22 -0.172 0.035
番号 7 8 9 10 11 12
パターン1 0.139 0.1688 0.2136 0.0538 0.1089 0.1646
パターン2 0.1073 0.0053 0.1502 0.0813 0.1205 0.1097
パターン３ 0.034 0.0039 0.064 0.096 0.1289 0.0807
番号 13 14 15 16 17
パターン1 0.4511 0.0426 0.0185 0.0286 0.1786
パターン2 0.3423 0.0827 0.0476 0.0576 0.1426
パターン３ 0.1706 0.118 0.0269 0.0827 0.1042

番号 1 2 3 4 5 6
パターン1 0.228 0.1212 0.3395 -0.119 -0.0534 0.1486
パターン2 0.2293 0.1406 0.258 -0.143 -0.1014 0.0906
パターン３ 0.2778 0.1648 0.2371 -0.169 -0.17 0.035
番号 7 8 9 10 11 12
パターン1 0.1389 0.0064 0.02093 0.063 0.1176 0.1666
パターン2 0.1073 0.0053 0.1502 0.0638 0.1205 0.1097
パターン３ 0.0349 0.0039 0.064 0.1271 0.1298 0.0813
番号 13 14 15 16 17
パターン1 0.4511 0.0611 0.1802 0.1607 0.1749
パターン2 0.3424 0.0827 0.0347 0.0591 0.1426
パターン３ 0.1709 0.118 0.0269 0.0825 0.1042
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